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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メディア独立ハンドオーバ（ＭＩＨ）可能な無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）における
使用のための方法であって、
　第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）データセッションアクティブ（Ｓ
ＭＳＭ－ＡＣＴＩＶＥ）プリミティブを受け取ることと、
　前記ＳＭＳＭ－ＡＣＴＩＶＥプリミティブに応答して、上位層にＭＩＨリンクアップイ
ベントを提供することと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、
　３ＧＰＰデータセッション非アクティブ化（ＳＭＳＭ－ＤＥＡＣＴＩＶＡＴＥ）プリミ
ティブを受け取ることと、
　前記ＳＭＳＭ－ＤＥＡＣＴＩＶＡＴＥプリミティブに応答して、上位層にＭＩＨリンク
ダウンイベントを提供することと
　をさらに備えることを特徴とする方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法であって、
　３ＧＰＰデータセッション変更（ＳＭＳＭ－ＭＯＤＩＦＹ）プリミティブを受け取るこ
とと、
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　前記ＳＭＳＭ－ＭＯＤＩＦＹプリミティブに応答して、上位層にＭＩＨリンクパラメー
タ変更イベントを提供することと
　をさらに備えることを特徴とする方法。
【請求項４】
　請求項１に記載の方法であって、
　回復不能エラーにより３ＧＰＰデータセッション終了（ＳＭＳＭ－ＳＴＡＴＵＳ）プリ
ミティブを受け取ることと、
　前記ＳＭＳＭ－ＳＴＡＴＵＳプリミティブに応答して、上位層にＭＩＨリンクダウンイ
ベントを提供することと
　をさらに備えることを特徴とする方法。
【請求項５】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
　第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）データセッションアクティブ（Ｓ
ＭＳＭ－ＡＣＴＩＶＥ）プリミティブを受け取るように構成された回路と、
　前記ＳＭＳＭ－ＡＣＴＩＶＥプリミティブに応答して、上位層にメディア独立ハンドオ
ーバ（ＭＩＨ）リンクアップイベントを提供するように構成された回路と
　を備えたことを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項６】
　請求項５に記載のＷＴＲＵであって、
　３ＧＰＰデータセッション非アクティブ化（ＳＭＳＭ－ＤＥＡＣＴＩＶＡＴＥ）プリミ
ティブを受け取るように構成された回路と、
　前記ＳＭＳＭ－ＤＥＡＣＴＩＶＡＴＥプリミティブに応答して、上位層にＭＩＨリンク
ダウンイベントを提供するように構成された回路と
　をさらに備えたことを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項７】
　請求項５に記載のＷＴＲＵであって、
　３ＧＰＰデータセッション変更（ＳＭＳＭ－ＭＯＤＩＦＹ）プリミティブを受け取るよ
うに構成された回路と、
　前記ＳＭＳＭ－ＭＯＤＩＦＹプリミティブに応答して、上位層にＭＩＨリンクパラメー
タ変更イベントを提供するように構成された回路と
　をさらに備えたことを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項８】
　請求項５に記載のＷＴＲＵであって、
　回復不能エラーにより３ＧＰＰデータセッション終了（ＳＭＳＭ－ＳＴＡＴＵＳ）プリ
ミティブを受け取るように構成された回路と、
　前記ＳＭＳＭ－ＳＴＡＴＵＳプリミティブに応答して、上位層にＭＩＨリンクダウンイ
ベントを提供するように構成された回路と
　をさらに備えたことを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項９】
　メディア独立ハンドオーバ（ＭＩＨ）可能な無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）における
使用のための方法であって、
　データ転送のために第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）無線アクセス
ベアラがアクティブにされる（ＲＡＢＭＳＭ－ＡＣＴＩＶＡＴＥ）プリミティブを受け取
ることと、
　前記ＲＡＢＭＳＭ－ＡＣＴＩＶＡＴＥプリミティブに応答して、上位層にＭＩＨリンク
アップイベントを提供することと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項１０】
　請求項９に記載の方法であって、
　データ転送のために３ＧＰＰ無線アクセスベアラが非アクティブにされる（ＲＡＢＭＳ
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Ｍ－ＤＥＡＣＴＩＶＡＴＥ）プリミティブを受け取ることと、
　前記ＲＡＢＭＳＭ－ＤＥＡＣＴＩＶＡＴＥプリミティブＭＩＨイベントサービスに応答
して、上位層にＭＩＨリンクダウンイベントを提供することと
　をさらに備えることを特徴とする方法。
【請求項１１】
　請求項９に記載の方法であって、
　データ転送のために３ＧＰＰ無線アクセスベアラが変更される（ＲＡＢＭＳＭ－ＭＯＤ
ＩＦＹ）プリミティブを受け取ることと、
　前記ＲＡＢＭＳＭ－ＭＯＤＩＦＹプリミティブに応答して、上位層にＭＩＨリンクパラ
メータ変更イベントを提供することと
　をさらに備えることを特徴とする方法。
【請求項１２】
　請求項９に記載の方法であって、
　３ＧＰＰ無線アクセスベアラデータ転送エラー（ＲＡＢＭＳＭ－ＳＴＡＴＵＳ）プリミ
ティブを受け取ることと、
　前記ＲＡＢＭＳＭ－ＳＴＡＴＵＳプリミティブに応答して、上位層にＭＩＨリンクダウ
ンイベントを提供することと
　をさらに備えることを特徴とする方法。
【請求項１３】
　請求項９に記載の方法であって、
　３ＧＰＰ無線アクセスベアラがアクティブにされた（ＲＡＢＭＡＳ－ＲＡＢ－ＥＳＴＡ
ＢＬＩＳＨ）プリミティブを受け取ることと、
　前記ＲＡＢＭＡＳ－ＲＡＢ－ＥＳＴＡＢＬＩＳＨプリミティブに応答して、上位層にＭ
ＩＨハンドオーバ完了イベントを提供することと
　をさらに備えることを特徴とする方法。
【請求項１４】
　請求項９に記載の方法であって、
　３ＧＰＰ無線アクセスベアラが解放された（ＲＡＢＭＡＳ－ＲＡＢ－ＲＥＬＥＡＳＥ）
プリミティブを受け取ることと、
　前記ＲＡＢＭＡＳ－ＲＡＢ－ＲＥＬＥＡＳＥプリミティブに応答して、上位層にＭＩＨ
リンクダウンイベントを提供することと
　をさらに備えることを特徴とする方法。
【請求項１５】
　請求項９に記載の方法であって、
　３ＧＰＰパケットデータプロトコル（ＰＤＰ）コンテキストが変更される（ＳＭＲＥＧ
－ＰＤＰ－ＭＯＤＩＦＹ）プリミティブを受け取ることと、
　前記ＳＭＲＥＧ－ＰＤＰ－ＭＯＤＩＦＹプリミティブに応答して、上位層にＭＩＨリン
クパラメータ変更イベントを提供することと
　をさらに備えることを特徴とする方法。
【請求項１６】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
　データ転送のために第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）無線アクセス
ベアラがアクティブにされる（ＲＡＢＭＳＭ－ＡＣＴＩＶＡＴＥ）プリミティブを受け取
るように構成された回路と、
　前記ＲＡＢＭＳＭ－ＡＣＴＩＶＡＴＥプリミティブに応答して、上位層にメディア独立
ハンドオーバ（ＭＩＨ）リンクアップイベントを提供するように構成された回路と
　を備えたことを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項１７】
　請求項１６に記載のＷＴＲＵであって、
　データ転送のために３ＧＰＰ無線アクセスベアラが非アクティブにされる（ＲＡＢＭＳ
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Ｍ－ＤＥＡＣＴＩＶＡＴＥ）プリミティブを受け取るように構成された回路と、
　前記ＲＡＢＭＳＭ－ＤＥＡＣＴＩＶＡＴＥプリミティブに応答して、上位層にＭＩＨリ
ンクダウンイベントを提供するように構成された回路と
　をさらに備えたことを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項１８】
　請求項１６に記載のＷＴＲＵであって、
　データ転送のために３ＧＰＰ無線アクセスベアラが変更される（ＲＡＢＭＳＭ－ＭＯＤ
ＩＦＹ）プリミティブを受け取るように構成された回路と、
　前記ＲＡＢＭＳＭ－ＭＯＤＩＦＹプリミティブに応答して、上位層にＭＩＨリンクパラ
メータ変更イベントを提供するように構成された回路と
　をさらに備えたことを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項１９】
　請求項１６に記載のＷＴＲＵであって、
　３ＧＰＰ無線アクセスベアラデータ転送エラー（ＲＡＢＭＳＭ－ＳＴＡＴＵＳ）プリミ
ティブを受け取るように構成された回路と、
　前記ＲＡＢＭＳＭ－ＳＴＡＴＵＳプリミティブに応答して、上位層にＭＩＨリンクダウ
ンイベントを提供するように構成された回路と
　をさらに備えたことを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項２０】
　請求項１６に記載のＷＴＲＵであって、
　３ＧＰＰ無線アクセスベアラがアクティブにされた（ＲＡＢＭＡＳ－ＲＡＢ－ＥＳＴＡ
ＢＬＩＳＨ）プリミティブを受け取るように構成された回路と、
　前記ＲＡＢＭＡＳ－ＲＡＢ－ＥＳＴＡＢＬＩＳＨプリミティブに応答して、上位層にＭ
ＩＨハンドオーバ完了イベントを提供するように構成された回路と
　をさらに備えたことを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項２１】
　請求項１６に記載のＷＴＲＵであって、
　３ＧＰＰ無線アクセスベアラが解放された（ＲＡＢＭＡＳ－ＲＡＢ－ＲＥＬＥＡＳＥ）
プリミティブを受け取るように構成された回路と、
　前記ＲＡＢＭＡＳ－ＲＡＢ－ＲＥＬＥＡＳＥプリミティブに応答して、上位層にＭＩＨ
リンクダウンイベントを提供するように構成された回路と
　をさらに備えたことを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項２２】
　請求項１６に記載のＷＴＲＵであって、
　３ＧＰＰパケットデータプロトコル（ＰＤＰ）コンテキストが変更される（ＳＭＲＥＧ
－ＰＤＰ－ＭＯＤＩＦＹ）プリミティブを受け取るように構成された回路と、
　前記ＳＭＲＥＧ－ＰＤＰ－ＭＯＤＩＦＹプリミティブに応答して、上位層にＭＩＨリン
クパラメータ変更イベントを提供するように構成された回路と
　をさらに備えたことを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項２３】
　メディア独立ハンドオーバ（ＭＩＨ）可能な無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）における
使用のための方法であって、
　第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）ユーザ機器（ＵＥ）の位置は現在
ネットワークに知られている（ＬＴＥ－ｄｅｔａｃｈｅｄ）プリミティブを受け取ること
と、
　前記ＬＴＥ－ｄｅｔａｃｈｅｄプリミティブに応答して、上位層にＭＩＨリンクパラメ
ータ変更イベントを提供することと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２４】
　請求項２３に記載の方法であって、
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　３ＧＰＰユーザ機器（ＵＥ）がネットワークに知られているが、トランスポートチャネ
ルは確立されていない（ＬＴＥ－ｉｄｌｅ）プリミティブを受け取ることと、
　前記ＬＴＥ－ｉｄｌｅプリミティブに応答して、上位層にＭＩＨリンクパラメータ変更
イベントまたはＭＩＨリンクダウンイベントを提供することと
　をさらに備えることを特徴とする方法。
【請求項２５】
　請求項２３に記載の方法であって、
　３ＧＰＰ無線リソースが確立されており、ユーザ機器（ＵＥ）はパケットデータユニッ
ト（ＰＤＵ）のアップリンクおよびダウンリンクトランスポートを行うことができる（Ｌ
ＴＥ－ａｃｔｉｖｅ）プリミティブを受け取ることと、
　前記ＬＴＥ－ａｃｔｉｖｅプリミティブに応答して、上位層にＭＩＨリンクアップイベ
ントまたはＭＩＨリンクハンドオーバ完了イベントを提供することと
　をさらに備えることを特徴とする方法。
【請求項２６】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
　第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）ユーザ機器（ＵＥ）の位置は現在
ネットワークに知られている（ＬＴＥ－ｄｅｔａｃｈｅｄ）プリミティブを受け取るよう
に構成された回路と、
　前記ＬＴＥ－ｄｅｔａｃｈｅｄプリミティブに応答して、上位層にメディア独立ハンド
オーバ（ＭＩＨ）リンクパラメータ変更イベントを提供するように構成された回路と
　を備えたことを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項２７】
　請求項２６に記載のＷＴＲＵであって、
　３ＧＰＰユーザ機器（ＵＥ）がネットワークに知られているが、トランスポートチャネ
ルは確立されていない（ＬＴＥ－ｉｄｌｅ）プリミティブを受け取るように構成された回
路と、
　前記ＬＴＥ－ｉｄｌｅプリミティブに応答して、上位層にＭＩＨリンクパラメータ変更
イベントまたはＭＩＨリンクダウンイベントを提供するように構成された回路と
　をさらに備えたことを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項２８】
　請求項２６に記載のＷＴＲＵであって、
　３ＧＰＰ無線リソースが確立されており、ユーザ機器（ＵＥ）はパケットデータユニッ
ト（ＰＤＵ）のアップリンクおよびダウンリンクトランスポートを行うことができる（Ｌ
ＴＥ－ａｃｔｉｖｅ）プリミティブを受け取るように構成された回路と、
　前記ＬＴＥ－ａｃｔｉｖｅプリミティブに応答して、上位層にＭＩＨリンクアップイベ
ントまたはＭＩＨリンクハンドオーバ完了イベントを提供するように構成された回路と
　をさらに備えたことを特徴とするＷＴＲＵ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムに関する。より詳細には、本発明は、ＩＥＥＥ８０２．２
１標準内で定義される、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）サービスプ
リミティブのメディア独立ハンドオーバ（ＭＩＨ）イベントサービスへのマッピングに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　ＩＥＥＥ８０２．２１標準は、システム間ハンドオーバの実行および管理を支援する機
構および手順に関連する。ＩＥＥＥ８０２．２１標準の下で、ハンドオーバ動作およびシ
ステムディスカバリおよびシステム選択の管理を支援するために、移動管理（ＭＭ）アプ
リケーションによって３つの主なサービスにアクセスすることができる。これら３つのサ
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ービスは、イベントサービス、情報サービス、およびコマンドサービスを含み、これらは
、コアネットワークに向けての通信をサポートする基礎を成すアクセス技術にかかわらず
、共通の統一インターフェースを使用して、見込みユーザに配信される。
【０００３】
　イベントサービスの配信をサポートする方法は、基礎を成す技術の広く行き渡っている
特徴に基づいて、イベントがいつトリガされることになるかを決定するのに必要とされる
。基礎を成す技術は、３ＧＰＰ仕様、３ＧＰＰ２および無線ローカルエリアネットワーク
（ＷＬＡＮ）（ＩＥＥＥ８０２．１１やＩＥＥＥ８０２．１６など）などによってサポー
トすることができる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　現在、３ＧＰＰの基礎を成す層によって提供される情報に基づいて、上位層に向けてト
リガを生成するための手順や機能はない。ＩＥＥＥ８０２．２１仕様は、上位層に送信さ
れるべきトリガの概要を記載している。しかし、ＩＥＥＥ８０２．２１仕様は、基礎を成
す物理的なリソースが３ＧＰＰ技術に基づいているとき、イベントがどのようにトリガさ
れるかを記載していない。したがって、これらのトリガを生成することができる方法が必
要である。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、サービスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップすることによって
ＭＩＨイベントサービス（ＩＥＥＥ８０２．２１イベントサービスなど）を提供するよう
に構成されている３ＧＰＰ－ＭＩＨサービスアクセスポイント（ＳＡＰ）に関連する。サ
ービスプリミティブは、無線リソース（ＲＲ）層、論理リンク制御（ＬＬＣ）層、汎用パ
ケット無線サービス（ＧＰＲＳ）移動管理（ＧＭＭ）層、セッション管理（ＳＭ）層、お
よび非アクセス階層（ＮＡＳ）、アクセス階層（ＡＳ）、およびＥ－ＵＴＲＡ（ｅｖｏｌ
ｖｅｄ　ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ）／
Ｅ－ＣＯＲＥ（ｅｖｏｌｖｅｄ　ｃｏｒｅ　ｎｅｔｗｏｒｋ）システムのうちの少なくと
も１つに由来する３ＧＰＰサービスプリミティブとすることができる。イベントサービス
は、リンクパラメータ変更イベントサービス、リンクアップイベントサービス、リンクゴ
ーイングダウンイベントサービス（ｌｉｎｋ　ｇｏｉｎｇ　ｄｏｗｎ　ｅｖｅｎｔ　ｓｅ
ｒｖｉｃｅ）、リンクダウンイベントサービス、ハンドオーバ完了イベントサービス、お
よびリンク検出イベントサービスを含む。
【０００６】
　本発明は、ハンドオーバ動作の決定に使用され得るイベントをトリガするために、３Ｇ
ＰＰ内ですでに定義されている既存のサービスプリミティブを使用する。これらのサービ
スプリミティブは、システム間ハンドオーバ動作を最適化する手段として、ＩＥＥＥ８０
２．２１で定義されている具体的なＩＥＥＥ８０２．２１イベント上にマップされる。
【０００７】
　本発明は、既存の３ＧＰＰ無線リソース管理（ＲＲＭ）、ＭＭ、およびセッション管理
（ＳＭ）のサービスプリミティブを使用してＭＩＨイベントをトリガする方法を提供する
。サービスプリミティブのマッピングの概念は、３ＧＰＰ仕様内のＬＴＥ（ｌｏｎｇ　ｔ
ｅｒｍ　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）およびＳＡＥ（ｓｙｓｔｅｍ　ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ
　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）内に導入されている移動管理手順および概念を使用して拡張され
る。
【０００８】
　本発明は、ＩＥＥＥ８０２．１１ベースライン、ＩＥＥＥ８０２．１１ａ直交周波数分
割多重（ＯＦＤＭ）５ＧＨｚ　ＷＬＡＮ、ＩＥＥＥ８０２．１１ｂ高速ダイレクトシーケ
ンススペクトル拡散（ＨＲ－ＤＳＳＳ）２．４ＧＨｚ　ＷＬＡＮ、ＩＥＥＥ８０２．１１
ｇ　ＯＦＤＭ　２．４ＧＨｚ　ＷＬＡＮ、ＩＥＥＥ８０２．１１ｊ　ＯＦＤＭ　１０ＭＨ
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ｚオプションＷＬＡＮ、ＩＥＥＥ８０２．１１ｎ高スループットＷＬＡＮ、およびＩＥＥ
Ｅ８０２．１６広帯域無線アクセスシステムなどのＷＬＡＮベースラインエアインターフ
ェース標準を含むＩＥＥＥ８０２標準に適用可能とすることができる。ＷＬＡＮ標準は、
ＩＥＥＥ８０２．２１ＭＩＨなど、特定のシナリオ用に動作を拡張するように補完する。
【０００９】
　また、本発明は、３ＧＰＰや３ＧＰＰ２などのセルラー標準、およびＩＥＥＥ８０２Ｗ
ＬＡＮに類似の他の標準化されるか、または独自の無線技術にも適用可能であり、例とし
ては、特に、８０２．１５　ＢｌｕｅｔｏｏｔｈおよびＨＩＰＥＲＬＡＮ／２が含まれる
。
【００１０】
　例として提供され、添付の図面と共に理解される好ましい実施形態の以下の説明から本
発明のより詳しい理解を有することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　本発明は、ＩＥＥＥ８０２．２１仕様によって定義されるように、ＩＥＥＥ８０２．２
１イベントにマップできる３ＧＰＰ内の既存のおよび新しい（ＬＴＥやＳＡＥなど）プリ
ミティブの使用に基づく。
【００１２】
　プリミティブは、情報機能、イベントまたはコマンドなどの機能の抽象表現である。
【００１３】
　ＭＩＨイベントサービスは、リンク層の特性（すなわち最大提供スループット、サポー
ト帯域幅など）、リンクステータス（すなわちリンクが動作可能であるかどうかのインジ
ケータ）、およびリンク品質（低信号強度など）内の変化を分類し、フィルタし、報告す
る。また、イベントサービスは、物理層、データリンク層および論理リンク層の状態およ
び伝送挙動における変化も示すことができる。さらに、イベントサービスは、管理行為の
結果としての動作状態を示すために使用される。
【００１４】
　図１は、３ＧＰＰ層プリミティブのマッピングモデルであり、３ＧＰＰ－ＭＩＨサービ
スアクセスポイント（ＳＡＰ）１００は、ＩＥＥＥ８０２．ｘｘ標準に従って、３ＧＰＰ
サービスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする。
【００１５】
　図１に示されるように、ＧＳＭ（ｇｌｏｂａｌ　ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　ｍｏｂｉｌｅ
　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）／ＥＤＧＥ（ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｄａｔａ　ｒａｔｅ
ｓ　ｆｏｒ　ＧＳＭ　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）無線アクセスネットワーク（ＧＥＲＡＮ）１
２５に関連付けられた無線リソース（ＲＲ）層１０５、ＬＬＣ層１１０、汎用パケット無
線サービス（ＧＰＲＳ）移動管理（ＧＭＭ）層１１５、およびセッション管理（ＳＭ）層
１２０は、３ＧＰＰサービスプリミティブ１６０を３ＧＰＰ－ＭＩＨ　ＳＡＰ１００に送
信する。さらに、ＵＭＴＳ（ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｍｏｂｉｌｅ　ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎ
ｉｃａｔｉｏｎｓ　ｓｙｓｔｅｍ）サービス１４０の非アクセス階層（ＮＡＳ）１３０お
よびアクセス階層（ＡＳ）１３５は、３ＧＰＰサービスプリミティブ１６０をＳＡＰ１０
０に送信する。ＬＴＥシステム１４５は、３ＧＰＰサービスプリミティブ１６０を、Ｅ－
ＵＴＲＡ（ｅｖｏｌｖｅｄ　ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｒａｄｉｏ
　ａｃｃｅｓｓ）およびＥ－ＣＯＲＥ（ｅｖｏｌｖｅｄ　ｃｏｒｅ　ｎｅｔｗｏｒｋ）層
１５５を介してＳＡＰ１００に送信する。ＳＡＰは、３ＧＰＰサービスプリミティブ１６
０の受信に応答して、ＭＩＨイベントサービス１７０を出力する。
【００１６】
　図２は、図１の３ＧＰＰ－ＭＩＨ　ＳＡＰ１００の例示的なブロック図である。３ＧＰ
Ｐ－ＭＩＨ　ＳＡＰ１００は、プロセッサ２０５および３ＧＰＰ－ＭＩＨマッピングデー
タベース２１０を含む。ＳＡＰ１００が３ＧＰＰサービスプリミティブ１６０を受信する
と、ＳＡＰ１００内のプロセッサ２０５は、機能的能力および潜在的パラメータに関して
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、３ＧＰＰサービスプリミティブ１６０を解釈（すなわち識別）する。次いでプロセッサ
２０５は、こうした機能的能力およびパラメータに基づいて、マッピングデータベース２
１０に問い合わせを行って、ＭＩＨイベントサービス１７０を取得し、出力する。
【００１７】
　表１は、図１に示されているＧＥＲＡＮ１２５の層のそれぞれについて特定の３ＧＰＰ
サービスプリミティブを識別する。本発明によれば、以下の表１に示されているように、
ＲＲ層１０５、ＬＬＣ層１１０、ＧＭＭ層１１５、およびＳＭ層１２０を介してＧＥＲＡ
Ｎ１２５によって生成された３ＧＰＰサービスプリミティブは、ＭＩＨイベントサービス
（ＩＥＥＥ８０２．２１イベントなど）にマップされる。
【００１８】
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【表１】

【００１９】
　図３は、ページがＲＲ層１０５によって受信されると、３ＧＰＰサービスプリミティブ
をＭＩＨイベントサービスにマップする一例である。上記の表１によって示されているよ
うに、図２に示されているＳＡＰ１００内のプロセッサ２０５は、ページがＲＲ層１０５
によって受信されたことを示すＲＲ層１０５からの３ＧＰＰサービスプリミティブの受信
に応答して、リンクパラメータ変更イベントサービスを出力する。このＭＩＨイベントサ
ービスは、ＩＥＥＥ８０２．２１など、任意のタイプの標準に適用可能である。
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【００２０】
　図４は、特定のＱｏＳをサポートするデータがＲＲ層１０５によって受信されると、３
ＧＰＰサービスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例である。上記の
表１によって示されているように、図２に示されているＳＡＰ１００内のプロセッサ２０
５は、特定のＱｏＳをサポートするデータがＲＲ層１０５によって受信されたことを示す
ＲＲ層１０５からの３ＧＰＰサービスプリミティブの受信に応答して、リンクパラメータ
変更イベントサービスを出力する。このＭＩＨイベントサービスは、ＩＥＥＥ８０２．２
１など、任意のタイプの標準に適用可能である。
【００２１】
　図５は、ＬＬＣ層１１０によって示されるように、ピアＬＬＣ層が確立されると、３Ｇ
ＰＰサービスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例である。上記の表
１によって示されているように、図２に示されているＳＡＰ１００内のプロセッサ２０５
は、ピアＬＬＣ層が確立されたことを示すＬＬＣ層１１０からの３ＧＰＰサービスプリミ
ティブの受信に応答して、リンクアップイベントサービスまたはリンクパラメータ変更イ
ベントサービスを出力する。このＭＩＨイベントサービスは、ＩＥＥＥ８０２．２１など
、任意のタイプの標準に適用可能である。
【００２２】
　図６は、ＬＬＣ層１１０によって示されるように、ピアＬＬＣ層が解放されると、３Ｇ
ＰＰサービスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例である。上記の表
１によって示されているように、図２に示されているＳＡＰ１００内のプロセッサ２０５
は、ピアＬＬＣ層が解放されたことを示すＬＬＣ層１１０からの３ＧＰＰサービスプリミ
ティブの受信に応答して、リンクゴーイングダウンイベントサービスまたはリンクパラメ
ータ変更イベントサービスを出力する。このＭＩＨイベントサービスは、ＩＥＥＥ８０２
．２１など、任意のタイプの標準に適用可能である。
【００２３】
　図７は、ＬＬＣ層１１０によって示されるように、ＬＬＣ層の回復不能エラーが起こる
と、３ＧＰＰサービスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例である。
上記の表１によって示されているように、図２に示されているＳＡＰ１００内のプロセッ
サ２０５は、ＬＬＣ層の回復不能エラーが起こったことを示すＬＬＣ層１１０からの３Ｇ
ＰＰサービスプリミティブの受信に応答して、リンクダウンイベントサービスを出力する
。このＭＩＨイベントサービスは、ＩＥＥＥ８０２．２１など、任意のタイプの標準に適
用可能である。
【００２４】
　図８は、局がアタッチされたことをＧＭＭ層１１５が示すと、３ＧＰＰサービスプリミ
ティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例である。上記の表１によって示されて
いるように、図２に示されているＳＡＰ１００内のプロセッサ２０５は、局がアタッチさ
れたことを示すＧＭＭ層１１５からの３ＧＰＰサービスプリミティブの受信に応答して、
リンクパラメータ変更イベントサービスを出力する。このＭＩＨイベントサービスは、Ｉ
ＥＥＥ８０２．２１など、任意のタイプの標準に適用可能である。
【００２５】
　図９は、局がデタッチされたことをＧＭＭ層１１５が示すと、３ＧＰＰサービスプリミ
ティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例である。上記の表１によって示されて
いるように、図２に示されているＳＡＰ１００内のプロセッサ２０５は、局がデタッチさ
れたことを示すＧＭＭ層１１５からの３ＧＰＰサービスプリミティブの受信に応答して、
リンクパラメータ変更イベントサービスを出力する。このＭＩＨイベントサービスは、Ｉ
ＥＥＥ８０２．２１など、任意のタイプの標準に適用可能である。
【００２６】
　図１０は、データセッションがアクティブであることをＳＭ層１２０が示すと、３ＧＰ
ＰサービスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例である。上記の表１
によって示されているように、図２に示されているＳＡＰ１００内のプロセッサ２０５は
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、データセッションがアクティブであることを示すＳＭ層１２０からの３ＧＰＰサービス
プリミティブの受信に応答して、リンクアップイベントサービスまたはリンクパラメータ
変更イベントサービスを出力する。このＭＩＨイベントサービスは、ＩＥＥＥ８０２．２
１など、任意のタイプの標準に適用可能である。
【００２７】
　図１１は、データセッションが非アクティブにされたことをＳＭ層１２０が示すと、３
ＧＰＰサービスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例である。上記の
表１によって示されているように、図２に示されているＳＡＰ１００内のプロセッサ２０
５は、データセッションが非アクティブにされたことを示すＳＭ層１２０からの３ＧＰＰ
サービスプリミティブの受信に応答して、リンクダウンイベントサービスまたはリンクパ
ラメータ変更イベントサービスを出力する。このＭＩＨイベントサービスは、ＩＥＥＥ８
０２．２１など、任意のタイプの標準に適用可能である。
【００２８】
　図１２は、データセッションが変更されたことをＳＭ層１２０が示すと、３ＧＰＰサー
ビスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例である。上記の表１によっ
て示されているように、図２に示されているＳＡＰ１００内のプロセッサ２０５は、デー
タセッションが変更されたことを示すＳＭ層１２０からの３ＧＰＰサービスプリミティブ
の受信に応答して、リンクパラメータ変更イベントサービスを出力する。このＭＩＨイベ
ントサービスは、ＩＥＥＥ８０２．２１など、任意のタイプの標準に適用可能である。
【００２９】
　図１３は、回復不能エラーのためにデータセッションが終了したことをＳＭ層１２０が
示すと、３ＧＰＰサービスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例であ
る。上記の表１によって示されているように、図２に示されているＳＡＰ１００内のプロ
セッサ２０５は、回復不能エラーのためにデータセッションが終了したことを示すＳＭ層
１２０からの３ＧＰＰサービスプリミティブの受信に応答して、リンクダウンイベントサ
ービスを出力する。このＭＩＨイベントサービスは、ＩＥＥＥ８０２．２１など、任意の
タイプの標準に適用可能である。
【００３０】
　図１４は、ＰＤＰコンテキストがアクティブであることをＳＭ層１２０が示すと、３Ｇ
ＰＰサービスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例である。上記の表
１によって示されているように、図２に示されているＳＡＰ１００内のプロセッサ２０５
は、ＰＤＰコンテキストがアクティブであることを示すＳＭ層１２０からの３ＧＰＰサー
ビスプリミティブの受信に応答して、リンクアップイベントサービス、リンクパラメータ
変更イベントサービスまたはハンドオーバ完了イベントサービスを出力する。このＭＩＨ
イベントサービスは、ＩＥＥＥ８０２．２１など、任意のタイプの標準に適用可能である
。
【００３１】
　図１５は、ＰＤＰコンテキストが変更されたことをＳＭ層１２０が示すと、３ＧＰＰサ
ービスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例である。上記の表１によ
って示されているように、図２に示されているＳＡＰ１００内のプロセッサ２０５は、Ｐ
ＤＰコンテキストが変更されたことを示すＳＭ層１２０からの３ＧＰＰサービスプリミテ
ィブの受信に応答して、リンクアップイベントサービス、リンクパラメータ変更イベント
サービスまたはハンドオーバ完了イベントサービスを出力する。このＭＩＨイベントサー
ビスは、ＩＥＥＥ８０２．２１など、任意のタイプの標準に適用可能である。
【００３２】
　図１６は、ＰＤＰコンテキストが非アクティブにされたことをＳＭ層１２０が示すと、
３ＧＰＰサービスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例である。上記
の表１によって示されているように、図２に示されているＳＡＰ１００内のプロセッサ２
０５は、ＰＤＰコンテキストが非アクティブにされたことを示すＳＭ層１２０からの３Ｇ
ＰＰサービスプリミティブの受信に応答して、リンクゴーイングダウンイベントサービス
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またはリンクダウンイベントサービスを出力する。このＭＩＨイベントサービスは、ＩＥ
ＥＥ８０２．２１など、任意のタイプの標準に適用可能である。
【００３３】
　表２は、図１に示されているＵＭＴＳ１４０およびＬＴＳシステム１４５の層のそれぞ
れについて特定の３ＧＰＰサービスプリミティブを識別する。本発明によれば、以下の表
２に示されているように、ＮＡＳ１３０およびＡＳ１３５を介してＵＭＴＳ１４０によっ
て生成された３ＧＰＰサービスプリミティブ、ならびにＥ－ＵＴＲＡ／Ｅ－ＣＯＲＥシス
テム１５０を介してＬＴＥによって生成された３ＧＰＰサービスプリミティブは、ＭＩＨ
イベントサービス（ＩＥＥＥ８０２．２１イベントなど）にマップされる。
【００３４】
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【００３５】
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【表３】

【００３６】
　図１７は、局がアタッチされたことをＮＡＳ１３０が示すと、３ＧＰＰサービスプリミ
ティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例である。上記の表２によって示されて
いるように、図２に示されているＳＡＰ１００内のプロセッサ２０５は、局がアタッチさ
れたことを示すＮＡＳ１３０からの３ＧＰＰサービスプリミティブの受信に応答して、リ
ンクパラメータ変更イベントサービスを出力する。このＭＩＨイベントサービスは、ＩＥ
ＥＥ８０２．２１など、任意のタイプの標準に適用可能である。
【００３７】
　図１８は、局がデタッチされたことをＮＡＳ１３０が示すと、３ＧＰＰサービスプリミ
ティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例である。上記の表２によって示されて
いるように、図２に示されているＳＡＰ１００内のプロセッサ２０５は、局がデタッチさ
れたことを示すＮＡＳ１３０からの３ＧＰＰサービスプリミティブの受信に応答して、リ
ンクパラメータ変更イベントサービスを出力する。このＭＩＨイベントサービスは、ＩＥ
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ＥＥ８０２．２１など、任意のタイプの標準に適用可能である。
【００３８】
　図１９は、ＰＤＰコンテキストがアクティブであることをＮＡＳ１３０が示すと、３Ｇ
ＰＰサービスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例である。上記の表
２によって示されているように、図２に示されているＳＡＰ１００内のプロセッサ２０５
は、ＰＤＰコンテキストがアクティブであることを示すＮＡＳ１３０からの３ＧＰＰサー
ビスプリミティブの受信に応答して、リンクアップイベントサービス、ハンドオーバ完了
イベントサービスまたはリンクパラメータ変更イベントサービスを出力する。このＭＩＨ
イベントサービスは、ＩＥＥＥ８０２．２１など、任意のタイプの標準に適用可能である
。
【００３９】
　図２０は、ＰＤＰコンテキストが変更されたことをＮＡＳ１３０が示すと、３ＧＰＰサ
ービスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例である。上記の表２によ
って示されているように、図２に示されているＳＡＰ１００内のプロセッサ２０５は、Ｐ
ＤＰコンテキストが変更されたことを示すＮＡＳ１３０からの３ＧＰＰサービスプリミテ
ィブの受信に応答して、リンクパラメータ変更イベントサービスまたはリンクアップイベ
ントサービスを出力する。このＭＩＨイベントサービスは、ＩＥＥＥ８０２．２１など、
任意のタイプの標準に適用可能である。
【００４０】
　図２１は、ＰＤＰコンテキストが非アクティブにされたことをＮＡＳ１３０が示すと、
３ＧＰＰサービスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例である。上記
の表２によって示されているように、図２に示されているＳＡＰ１００内のプロセッサ２
０５は、ＰＤＰコンテキストが非アクティブにされたことを示すＮＡＳ１３０からの３Ｇ
ＰＰサービスプリミティブの受信に応答して、リンクダウンイベントサービスまたはリン
クパラメータ変更イベントサービスを出力する。このＭＩＨイベントサービスは、ＩＥＥ
Ｅ８０２．２１など、任意のタイプの標準に適用可能である。
【００４１】
　図２２は、データ転送のためにＲＡＢがアクティブにされたことをＮＡＳ１３０が示す
と、３ＧＰＰサービスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例である。
上記の表２によって示されているように、図２に示されているＳＡＰ１００内のプロセッ
サ２０５は、データ転送のためにＲＡＢがアクティブにされたことを示すＮＡＳ１３０か
らの３ＧＰＰサービスプリミティブの受信に応答して、リンクアップイベントサービス、
リンクパラメータ変更イベントまたはハンドオーバ完了イベントサービスを出力する。こ
のＭＩＨイベントサービスは、ＩＥＥＥ８０２．２１など、任意のタイプの標準に適用可
能である。
【００４２】
　図２３は、データ転送のためにＲＡＢが非アクティブにされたことをＮＡＳ１３０が示
すと、３ＧＰＰサービスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例である
。上記の表２によって示されているように、図２に示されているＳＡＰ１００内のプロセ
ッサ２０５は、データ転送のためにＲＡＢが非アクティブにされたことを示すＮＡＳ１３
０からの３ＧＰＰサービスプリミティブの受信に応答して、リンクダウンイベントサービ
スまたはリンクパラメータ変更イベントサービスを出力する。このＭＩＨイベントサービ
スは、ＩＥＥＥ８０２．２１など、任意のタイプの標準に適用可能である。
【００４３】
　図２４は、データ転送のためにＲＡＢが変更されたことをＮＡＳ１３０が示すと、３Ｇ
ＰＰサービスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例である。上記の表
２によって示されているように、図２に示されているＳＡＰ１００内のプロセッサ２０５
は、データ転送のためにＲＡＢが変更されたことを示すＮＡＳ１３０からの３ＧＰＰサー
ビスプリミティブの受信に応答して、リンクパラメータ変更イベントサービス、リンクア
ップイベントサービス、またはハンドオーバ完了イベントサービスを出力する。このＭＩ
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Ｈイベントサービスは、ＩＥＥＥ８０２．２１など、任意のタイプの標準に適用可能であ
る。
【００４４】
　図２５は、ＲＡＢデータ転送エラーが生じたことをＮＡＳ１３０が示すと、３ＧＰＰサ
ービスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例である。上記の表２によ
って示されているように、図２に示されているＳＡＰ１００内のプロセッサ２０５は、Ｒ
ＡＢデータ転送エラーが生じたことを示すＮＡＳ１３０からの３ＧＰＰサービスプリミテ
ィブの受信に応答して、リンクダウンイベントサービスを出力する。このＭＩＨイベント
サービスは、ＩＥＥＥ８０２．２１など、任意のタイプの標準に適用可能である。
【００４５】
　図２６は、ＲＡＢがアクティブにされたことをＡＳ１３５が示すと、３ＧＰＰサービス
プリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例である。上記の表２によって示
されているように、図２に示されているＳＡＰ１００内のプロセッサ２０５は、ＲＡＢが
アクティブにされたことを示すＮＡＳ１３０からの３ＧＰＰサービスプリミティブの受信
に応答して、リンクアップイベントサービスまたはハンドオーバ完了イベントサービスを
出力する。このＭＩＨイベントサービスは、ＩＥＥＥ８０２．２１など、任意のタイプの
標準に適用可能である。
【００４６】
　図２７は、ＲＡＢが解放されたことをＡＳ１３５が示すと、３ＧＰＰサービスプリミテ
ィブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例である。上記の表２によって示されてい
るように、図２に示されているＳＡＰ１００内のプロセッサ２０５は、ＲＡＢが解放され
たことを示すＡＳ１３５からの３ＧＰＰサービスプリミティブの受信に応答して、リンク
ダウンイベントサービスを出力する。このＭＩＨイベントサービスは、ＩＥＥＥ８０２．
２１など、任意のタイプの標準に適用可能である。
【００４７】
　図２８は、ＡＳ１３５の障害が起こると、３ＧＰＰサービスプリミティブをＭＩＨイベ
ントサービスにマップする一例である。上記の表２によって示されているように、図２に
示されているＳＡＰ１００内のプロセッサ２０５は、ＡＳ１３５が故障したことを示すＡ
Ｓ１３５からの３ＧＰＰサービスプリミティブの受信に応答して、リンクダウンイベント
サービスを出力する。このＭＩＨイベントサービスは、ＩＥＥＥ８０２．２１など、任意
のタイプの標準に適用可能である。
【００４８】
　図２９は、ＡＳ１３５が地理的エリアに関する情報をブロードキャストすると、３ＧＰ
ＰサービスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例である。上記の表２
によって示されているように、図２に示されているＳＡＰ１００内のプロセッサ２０５は
、地理的エリアに関する情報を含むＡＳ１３５からの３ＧＰＰサービスプリミティブの受
信に応答して、リンクパラメータ変更イベントサービスを出力する。このＭＩＨイベント
サービスは、ＩＥＥＥ８０２．２１など、任意のタイプの標準に適用可能である。
【００４９】
　図３０は、ＡＳ１３５が特定のユーザまたは端末にページングの通知を提供すると、３
ＧＰＰサービスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例である。上記の
表２によって示されているように、図２に示されているＳＡＰ１００内のプロセッサ２０
５は、特定のユーザまたは端末にページングの通知を提供するＡＳ１３５からの３ＧＰＰ
サービスプリミティブの受信に応答して、リンクパラメータ変更イベントサービスを出力
する。このＭＩＨイベントサービスは、ＩＥＥＥ８０２．２１など、任意のタイプの標準
に適用可能である。
【００５０】
　図３１は、ＡＳ１３５がすべてのユーザに通知を提供すると、３ＧＰＰサービスプリミ
ティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例である。上記の表２によって示されて
いるように、図２に示されているＳＡＰ１００内のプロセッサ２０５は、すべてのユーザ
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に通知情報を提供するＡＳ１３５からの３ＧＰＰサービスプリミティブの受信に応答して
、リンクパラメータ変更イベントサービスを出力する。このＭＩＨイベントサービスは、
ＩＥＥＥ８０２．２１など、任意のタイプの標準に適用可能である。
【００５１】
　図３２は、ＡＳ１３５が１または複数のユーザに通知情報を提供すると、３ＧＰＰサー
ビスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例である。上記の表２によっ
て示されているように、図２に示されているＳＡＰ１００内のプロセッサ２０５は、１ま
たは複数のユーザに通知を提供するＡＳ１３５からの３ＧＰＰサービスプリミティブの受
信に応答して、リンクパラメータ変更イベントサービスを出力する。このＭＩＨイベント
サービスは、ＩＥＥＥ８０２．２１など、任意のタイプの標準に適用可能である。
【００５２】
　図３３は、ＵＥが開始した接続確立をＡＳ１３５が示すと、３ＧＰＰサービスプリミテ
ィブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例である。上記の表２によって示されてい
るように、図２に示されているＳＡＰ１００内のプロセッサ２０５は、ＵＥが開始した接
続確立を示すＡＳ１３５からの３ＧＰＰサービスプリミティブの受信に応答して、リンク
アップイベントサービスを出力する。このＭＩＨイベントサービスは、ＩＥＥＥ８０２．
２１など、任意のタイプの標準に適用可能である。
【００５３】
　図３４は、ネットワークが開始した接続解放をＡＳ１３５が示すと、３ＧＰＰサービス
プリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例である。上記の表２によって示
されているように、図２に示されているＳＡＰ１００内のプロセッサ２０５は、インフラ
ストラクチャ側（すなわちネットワーク）が開始した接続解放を示すＡＳ１３５からの３
ＧＰＰサービスプリミティブの受信に応答して、リンクダウンイベントサービスを出力す
る。このＭＩＨイベントサービスは、ＩＥＥＥ８０２．２１など、任意のタイプの標準に
適用可能である。
【００５４】
　図３５は、ネットワークが開始したＲＡＢ確立をＡＳ１３５が示すと、３ＧＰＰサービ
スプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例である。上記の表２によって
示されているように、図２に示されているＳＡＰ１００内のプロセッサ２０５は、インフ
ラストラクチャ側（すなわちネットワーク）が開始したＲＡＢ確立を示すＡＳ１３５から
の３ＧＰＰサービスプリミティブの受信に応答して、リンクアップイベントサービスまた
はリンク検出イベントサービスを出力する。このＭＩＨイベントサービスは、ＩＥＥＥ８
０２．２１など、任意のタイプの標準に適用可能である。
【００５５】
　図３６は、ネットワークが開始したＲＡＢ解放をＡＳ１３５が示すと、３ＧＰＰサービ
スプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例である。上記の表２によって
示されているように、図２に示されているＳＡＰ１００内のプロセッサ２０５は、インフ
ラストラクチャ側（すなわちネットワーク）が開始したＲＡＢ解放を示すＡＳ１３５から
の３ＧＰＰサービスプリミティブの受信に応答して、リンクダウンイベントサービスを出
力する。このＭＩＨイベントサービスは、ＩＥＥＥ８０２．２１など、任意のタイプの標
準に適用可能である。
【００５６】
　図３７は、ストリームライン化が行われない限り、中断接続の起こる可能性をＡＳ１３
５が示すと、３ＧＰＰサービスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例
である。上記の表２によって示されているように、図２に示されているＳＡＰ１００内の
プロセッサ２０５は、ストリームライン化が行われない限り、中断接続の起こる可能性を
示すＡＳ１３５からの３ＧＰＰサービスプリミティブの受信に応答して、リンクゴーイン
グダウンイベントサービスを出力する。このＭＩＨイベントサービスは、ＩＥＥＥ８０２
．２１など、任意のタイプの標準に適用可能である。
【００５７】
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　図３８は、ＡＳ１３５が特定のＵＥについてネットワークによって提供された位置情報
を示すと、３ＧＰＰサービスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例で
ある。上記の表２によって示されているように、図２に示されているＳＡＰ１００内のプ
ロセッサ２０５は、特定のＵＥについてネットワークによって提供された位置情報を示す
ＡＳ１３５からの３ＧＰＰサービスプリミティブの受信に応答して、リンクパラメータ変
更イベントサービスを出力する。このＭＩＨイベントサービスは、ＩＥＥＥ８０２．２１
など、任意のタイプの標準に適用可能である。
【００５８】
　図３９は、ＡＳ１３５が接続損失を示すと、３ＧＰＰサービスプリミティブをＭＩＨイ
ベントサービスにマップする一例である。上記の表２によって示されているように、図２
に示されているＳＡＰ１００内のプロセッサ２０５は、接続損失を示すＡＳ１３５からの
３ＧＰＰサービスプリミティブの受信に応答して、リンクダウンイベントサービスを出力
する。このＭＩＨイベントサービスは、ＩＥＥＥ８０２．２１など、任意のタイプの標準
に適用可能である。
【００５９】
　図４０は、ＵＥの位置が現在ネットワークによって知られていることをＥ－ＵＴＲＡ／
Ｅ－ＣＯＲＥシステム１５０が示すと、３ＧＰＰサービスプリミティブをＭＩＨイベント
サービスにマップする一例である。上記の表２によって示されているように、図２に示さ
れているＳＡＰ１００内のプロセッサ２０５は、ＵＥの位置が現在ネットワークによって
知られていることを示すＥ－ＵＴＲＡ／Ｅ－ＣＯＲＥシステム１５０からの３ＧＰＰサー
ビスプリミティブの受信に応答して、リンクパラメータ変更イベントサービスを出力する
。このＭＩＨイベントサービスは、ＩＥＥＥ８０２．２１など、任意のタイプの標準に適
用可能である。
【００６０】
　図４１は、ＵＥの位置がネットワークに知られているが、トランスポートチャネルが確
立されていないことをＥ－ＵＴＲＡ／Ｅ－ＣＯＲＥシステム１５０が示すと、３ＧＰＰサ
ービスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例である。上記の表２によ
って示されているように、図２に示されているＳＡＰ１００内のプロセッサ２０５は、Ｕ
Ｅの位置がネットワークに知られているが、トランスポートチャネルが確立されていない
ことを示すＥ－ＵＴＲＡ／Ｅ－ＣＯＲＥシステム１５０からの３ＧＰＰサービスプリミテ
ィブの受信に応答して、リンクパラメータ変更イベントサービスまたはリンクダウンイベ
ントサービスを出力する。このＭＩＨイベントサービスは、ＩＥＥＥ８０２．２１など、
任意のタイプの標準に適用可能である。
【００６１】
　図４２は、無線リソースが確立されており、ＵＥがＰＤＵのＵＬおよびＤＬトランスポ
ートを行うことができることをＥ－ＵＴＲＡ／Ｅ－ＣＯＲＥシステム１５０が示すと、３
ＧＰＰサービスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例である。上記の
表２によって示されているように、図２に示されているＳＡＰ１００内のプロセッサ２０
５は、無線リソースが確立されており、ＵＥがＰＤＵのＵＬおよびＤＬトランスポートを
行うことができることを示すＥ－ＵＴＲＡ／Ｅ－ＣＯＲＥシステム１５０からの３ＧＰＰ
サービスプリミティブの受信に応答して、リンクアップイベントサービスまたはリンクハ
ンドオーバ完了イベントサービスを出力する。このＭＩＨイベントサービスは、ＩＥＥＥ
８０２．２１など、任意のタイプの標準に適用可能である。
【００６２】
　３ＧＰＰサービスプリミティブのＭＩＨイベントサービス（ＩＥＥＥ８０２．２１イベ
ントなど）への特定のマッピングは変わり得ることに留意されたい。特に、ＳＡＥおよび
ＬＴＥのプリミティブは、現在、未定義のままである。しかし、本発明は、どのようにす
るとサービスプリミティブのイベントサービスへのマッピングを簡単に適合し、または使
用してトリガを提供できるかを実証している。
【００６３】
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　　（実施形態）
　１．サービスプリミティブをイベントサービスにマップする方法であって、
　少なくとも１つのサービスプリミティブを受信することと、
　前記受信されたサービスプリミティブに基づいて、データベースにクエリを送信するこ
とと、
　前記クエリに応答して、前記データベースから情報を取得することと、
　前記データベースから取得された前記情報に基づいて、前記受信されたサービスプリミ
ティブに対応するイベントサービスを提供することと
　を備えることを特徴とする方法。
【００６４】
　２．前記イベントサービスは、リンクパラメータ変更イベントサービスであることを特
徴とする実施形態１に記載の方法。
【００６５】
　３．前記イベントサービスは、リンクアップイベントサービスであることを特徴とする
実施形態１に記載の方法。
【００６６】
　４．前記イベントサービスは、リンクダウンイベントサービスであることを特徴とする
実施形態１に記載の方法。
【００６７】
　５．前記イベントサービスは、ハンドオーバ完了イベントサービスであることを特徴と
する実施形態１に記載の方法。
【００６８】
　６．前記イベントサービスは、リンクゴーイングダウンイベントサービスであることを
特徴とする実施形態１に記載の方法。
【００６９】
　７．前記イベントサービスは、リンク検出イベントサービスであることを特徴とする実
施形態１に記載の方法。
【００７０】
　８．前記イベントサービスは、ＩＥＥＥ８０２．２１標準に従って提供されることを特
徴とする実施形態１～７のいずれかに記載の方法。
【００７１】
　９．前記受信されたサービスプリミティブは、第３世代パートナーシッププロジェクト
（３ＧＰＰ）サービスプリミティブであることを特徴とする実施形態１～８のいずれかに
記載の方法。
【００７２】
　１０．前記サービスプリミティブは、無線リソース（ＲＲ）層から受信されることを特
徴とする実施形態１～９のいずれかに記載の方法。
【００７３】
　１１．前記サービスプリミティブは、論理リンク制御（ＬＬＣ）層から受信されること
を特徴とする実施形態１～９のいずれかに記載の方法。
【００７４】
　１２．前記サービスプリミティブは、汎用パケット無線サービス（ＧＰＲＳ）移動管理
（ＧＭＭ）層から受信されることを特徴とする実施形態１～９のいずれかに記載の方法。
【００７５】
　１３．前記サービスプリミティブは、セッション管理（ＳＭ）層から受信されることを
特徴とする実施形態１～９のいずれかに記載の方法。
【００７６】
　１４．前記サービスプリミティブは、非アクセス階層（ＮＡＳ）から受信されることを
特徴とする実施形態１～９のいずれかに記載の方法。
【００７７】
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　１５．前記サービスプリミティブは、アクセス階層（ＡＳ）から受信されることを特徴
とする実施形態１～９のいずれかに記載の方法。
【００７８】
　１６．前記サービスプリミティブは、Ｅ－ＵＴＲＡ（ｅｖｏｌｖｅｄ　ｕｎｉｖｅｒｓ
ａｌ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ）／Ｅ－ＣＯＲＥ（ｅｖｏｌ
ｖｅｄ　ｃｏｒｅ　ｎｅｔｗｏｒｋ）システムから受信されることを特徴とする実施形態
１～９のいずれかに記載の方法。
【００７９】
　１７．前記イベントサービスは、メディア独立ハンドオーバ（ＭＩＨ）イベントサービ
スであることを特徴とする実施形態１～１６のいずれかに記載の方法。
【００８０】
　１８．サービスプリミティブをイベントサービスにマップする装置であって、
　マッピングデータベースと、
　前記データベースに結合されたプロセッサであって、少なくとも１つのサービスプリミ
ティブを受信し、前記受信されたサービスプリミティブに基づいて、前記マッピングデー
タベースにクエリを送信し、前記クエリに応答して、前記マッピングデータベースから情
報を取得し、前記マッピングデータベースから取得された前記情報に基づいて、前記受信
されたサービスプリミティブに対応するイベントサービスを出力するように構成されてい
るプロセッサと
　を備えたことを特徴とする装置。
【００８１】
　１９．前記装置は、サービスアクセスポイント（ＳＡＰ）であることを特徴とする実施
形態１８に記載の装置。
【００８２】
　２０．前記イベントサービスは、リンクパラメータ変更イベントサービスであることを
特徴とする実施形態１８に記載の装置。
【００８３】
　２１．前記イベントサービスは、リンクアップイベントサービスであることを特徴とす
る実施形態１８に記載の装置。
【００８４】
　２２．前記イベントサービスは、リンクダウンイベントサービスであることを特徴とす
る実施形態１８に記載の装置。
【００８５】
　２３．前記イベントサービスは、ハンドオーバ完了イベントサービスであることを特徴
とする実施形態１８に記載の装置。
【００８６】
　２４．前記イベントサービスは、リンクゴーイングダウンイベントサービスであること
を特徴とする実施形態１８に記載の装置。
【００８７】
　２５．前記イベントサービスは、リンク検出イベントサービスであることを特徴とする
実施形態１８に記載の装置。
【００８８】
　２６．前記イベントサービスは、ＩＥＥＥ８０２．２１標準に従って提供されることを
特徴とする実施形態１８～２５のいずれかに記載の装置。
【００８９】
　２７．前記受信されたサービスプリミティブは、第３世代パートナーシッププロジェク
ト（３ＧＰＰ）サービスプリミティブであることを特徴とする実施形態１８～２６のいず
れかに記載の装置。
【００９０】
　２８．前記サービスプリミティブは、無線リソース（ＲＲ）層から受信されることを特
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徴とする実施形態１８～２７のいずれかに記載の装置。
【００９１】
　２９．前記サービスプリミティブは、論理リンク制御（ＬＬＣ）層から受信されること
を特徴とする実施形態１８～２７のいずれかに記載の装置。
【００９２】
　３０．前記サービスプリミティブは、汎用パケット無線サービス（ＧＰＲＳ）移動管理
（ＧＭＭ）層から受信されることを特徴とする実施形態１８～２７のいずれかに記載の装
置。
【００９３】
　３１．前記サービスプリミティブは、セッション管理（ＳＭ）層から受信されることを
特徴とする実施形態１８～２７のいずれかに記載の装置。
【００９４】
　３２．前記サービスプリミティブは、非アクセス階層（ＮＡＳ）から受信されることを
特徴とする実施形態１８～２７のいずれかに記載の装置。
【００９５】
　３３．前記サービスプリミティブは、アクセス階層（ＡＳ）から受信されることを特徴
とする実施形態１８～２７のいずれかに記載の装置。
【００９６】
　３４．前記サービスプリミティブは、Ｅ－ＵＴＲＡ（ｅｖｏｌｖｅｄ　ｕｎｉｖｅｒｓ
ａｌ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ）／Ｅ－ＣＯＲＥ（ｅｖｏｌ
ｖｅｄ　ｃｏｒｅ　ｎｅｔｗｏｒｋ）システムから受信されることを特徴とする実施形態
１８～２７のいずれかに記載の装置。
【００９７】
　３５．前記イベントサービスは、メディア独立ハンドオーバ（ＭＩＨ）イベントサービ
スであることを特徴とする実施形態１８～３４のいずれかに記載の装置。
【００９８】
　本発明の特徴および要素は、特定の組合せで好ましい実施形態に記載されているが、各
特徴または要素は、単独で（好ましい実施形態の他の特徴および要素なしに）、または本
発明の他の特徴および要素の有無にかかわらず様々な組合せで使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００９９】
【図１】本発明に従って、様々な３ＧＰＰエンティティから受信された３ＧＰＰサービス
プリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする３ＧＰＰ－ＭＩＨ　ＳＡＰを示す図
である。
【図２】図１のＭＩＨ－ＧＰＰ　ＳＡＰを示す例示的なブロック図である。
【図３】ページがＲＲ層によって受信されると、３ＧＰＰサービスプリミティブをＭＩＨ
イベントサービスにマップする一例を示す図である。
【図４】特定のサービス品質（ＱｏＳ）をサポートするデータがＲＲ層によって受信され
ると、３ＧＰＰサービスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例を示す
図である。
【図５】ピアＬＬＣ層が確立されると、３ＧＰＰサービスプリミティブをＭＩＨイベント
サービスにマップする一例を示す図である。
【図６】ピアＬＬＣ層が解放されると、３ＧＰＰサービスプリミティブをＭＩＨイベント
サービスにマップする一例を示す図である。
【図７】ＬＬＣ層の回復不能エラーが起こると、３ＧＰＰサービスプリミティブをＭＩＨ
イベントサービスにマップする一例を示す図である。
【図８】局がアタッチされたことをＧＭＭ層が示すと、３ＧＰＰサービスプリミティブを
ＭＩＨイベントサービスにマップする一例を示す図である。
【図９】局がデタッチされたことをＧＭＭ層が示すと、３ＧＰＰサービスプリミティブを
ＭＩＨイベントサービスにマップする一例を示す図である。
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【図１０】データセッションがアクティブであることをＳＭ層が示すと、３ＧＰＰサービ
スプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例を示す図である。
【図１１】データセッションが非アクティブにされたことをＳＭ層が示すと、３ＧＰＰサ
ービスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例を示す図である。
【図１２】データセッションが変更されたことをＳＭ層が示すと、３ＧＰＰサービスプリ
ミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例を示す図である。
【図１３】回復不能エラーのためにデータセッションが終了したことをＳＭ層が示すと、
３ＧＰＰサービスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例を示す図であ
る。
【図１４】パケットデータプロトコル（ＰＤＰ）コンテキストがアクティブであることを
ＳＭ層が示すと、３ＧＰＰサービスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする
一例を示す図である。
【図１５】ＰＤＰコンテキストが変更されたことをＳＭ層が示すと、３ＧＰＰサービスプ
リミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例を示す図である。
【図１６】ＰＤＰコンテキストが非アクティブにされたことをＳＭ層が示すと、３ＧＰＰ
サービスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例を示す図である。
【図１７】局がアタッチされたことをＮＡＳが示すと、３ＧＰＰサービスプリミティブを
ＭＩＨイベントサービスにマップする一例を示す図である。
【図１８】局がデタッチされたことをＮＡＳが示すと、３ＧＰＰサービスプリミティブを
ＭＩＨイベントサービスにマップする一例を示す図である。
【図１９】ＰＤＰコンテキストがアクティブであることをＮＡＳが示すと、３ＧＰＰサー
ビスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例を示す図である。
【図２０】ＰＤＰコンテキストが変更されたことをＮＡＳが示すと、３ＧＰＰサービスプ
リミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例を示す図である。
【図２１】ＰＤＰコンテキストが非アクティブにされたことをＮＡＳが示すと、３ＧＰＰ
サービスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例を示す図である。
【図２２】データ転送のために無線アクセスベアラ（ＲＡＢ）がアクティブにされたこと
をＮＡＳが示すと、３ＧＰＰサービスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップす
る一例を示す図である。
【図２３】データ転送のためにＲＡＢが非アクティブにされたことをＮＡＳが示すと、３
ＧＰＰサービスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例を示す図である
。
【図２４】データ転送のためにＲＡＢが変更されたことをＮＡＳが示すと、３ＧＰＰサー
ビスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例を示す図である。
【図２５】ＲＡＢデータ転送エラーが生じたことをＮＡＳが示すと、３ＧＰＰサービスプ
リミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例を示す図である。
【図２６】ＲＡＢがアクティブにされたことをＡＳが示すと、３ＧＰＰサービスプリミテ
ィブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例を示す図である。
【図２７】ＲＡＢが解放されたことをＡＳが示すと、３ＧＰＰサービスプリミティブをＭ
ＩＨイベントサービスにマップする一例を示す図である。
【図２８】ＡＳ障害が起こると、３ＧＰＰサービスプリミティブをＭＩＨイベントサービ
スにマップする一例を示す図である。
【図２９】ＡＳが地理的エリアに関する情報をブロードキャストすると、３ＧＰＰサービ
スプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例を示す図である。
【図３０】ＡＳが特定のユーザまたは端末にページングの通知を提供すると、３ＧＰＰサ
ービスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例を示す図である。
【図３１】ＡＳがすべてのユーザに通知を提供すると、３ＧＰＰサービスプリミティブを
ＭＩＨイベントサービスにマップする一例を示す図である。
【図３２】ＡＳが１または複数のユーザに通知情報を提供すると、３ＧＰＰサービスプリ
ミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例を示す図である。
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【図３３】ユーザ機器（ＵＥ）が開始した接続確立をＡＳが示すと、３ＧＰＰサービスプ
リミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例を示す図である。
【図３４】ネットワークが開始した接続解放をＡＳが示すと、３ＧＰＰサービスプリミテ
ィブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例を示す図である。
【図３５】ネットワークが開始したＲＡＢ確立をＡＳが示すと、３ＧＰＰサービスプリミ
ティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例を示す図である。
【図３６】ネットワークが開始したＲＡＢ解放をＡＳが示すと、３ＧＰＰサービスプリミ
ティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例を示す図である。
【図３７】ストリームライン化が行われない限り、中断接続の起こる可能性をＡＳが示す
と、３ＧＰＰサービスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例を示す図
である。
【図３８】ＡＳが特定のＵＥについてのネットワークによって提供された位置情報を示す
と、３ＧＰＰサービスプリミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例を示す図
である。
【図３９】ＡＳが接続損失を示すと、３ＧＰＰサービスプリミティブをＭＩＨイベントサ
ービスにマップする一例を示す図である。
【図４０】ＵＥの位置が現在ネットワークによって知られていることをＥ－ＵＴＲＡ／Ｅ
－ＣＯＲＥシステムが示すと、３ＧＰＰサービスプリミティブをＭＩＨイベントサービス
にマップする一例を示す図である。
【図４１】ＵＥの位置がネットワークに知られているが、トランスポートチャネルが確立
されていないことをＥ－ＵＴＲＡ／Ｅ－ＣＯＲＥシステムが示すと、３ＧＰＰサービスプ
リミティブをＭＩＨイベントサービスにマップする一例を示す図である。
【図４２】無線リソースが確立されており、ＵＥがプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）
のアップリンク（ＵＬ）およびダウンリンク（ＤＬ）トランスポートを行うことができる
ことをＥ－ＵＴＲＡ／Ｅ－ＣＯＲＥシステムが示すと、３ＧＰＰサービスプリミティブを
ＭＩＨイベントサービスにマップする一例を示す図である。
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